
AEARU Student Summer Camp 報告書 

                                            薬学部 薬科学科 4 年 

 

以上が今回参加したサマーキャンプのスケジュールです。どのイベントも非常に良く企画され

ており開催大学である POSTECH（浦項工科大学）のサマーキャンプへの熱意を感じ、予想

していたより遥かに充実した５日間を過ごすことができました。 

 

・Workshop session, Discussion session 

事前に告知のあった 

1.Facing the challenge of trust between East Asian countries 

2.Going global beyond the invisible barrier 
3.Sustaining the globe in search of East Asian collaboration 

のテーマのうち東京大学チームはテーマ１を選び、プレゼンを作成しキャンプに望みました。 

プレゼンでは如何にして日本と東アジアの信頼関係を築くか、という観点から領土問題や歴

史認識など物議を醸しえる問題を取り上げたため、他国の学生から日本の立場に対する否

定的な意見も出るのではないかという不安もありました。しかし、プレゼン後の質疑応答では

感情的な論争は起こらず、どの学生もお互いの国の立場を理解しようという姿勢でワークショ



ップに臨んでいることが感じられました。 

また、このセッションを行った後の東大学生の感想として「自分たちの発信力の低さを痛感し

た」というものがありました。原因として、発表の場ではプレゼン経験が少なく、英語の能力も

決して高くないためつい文章を棒読みしてしまいがちだったこと、質問に対して英語で的を射

た答えを返せないことなどが挙げられます。対して中国の、特に北京大学の学生がまだ１、２

年生だったにも関わらずセッション全体を通して積極的に発言し、世界を牽引していくであろう

中国の勢いを見たように感じたのが非常に印象的でした。ただ、日本の学生も英語での質疑

応答に困難を感じながらも意欲的に質問をしており、総じて消極的と言われやすい日本人の

印象が他国の学生の中でも、日本人学生自身の中でも変わったように感じました。 

・TOP 

TOP とは Tour Of Postech の略であり、半日を費やし参加者がグループに分かれて広大な

Postechのキャンパスを回る企画でした。プログラム全体を通して最も学生運営チームのアイ

ディアが発揮されていたのが TOP であったと感じました。図書館、体育館、学生会館などの

チェックポイント毎でゲームが用意されており、ゲームでの得点の合計をチーム毎に競うとい

うものでした。ゲームの種類はジェスチャークイズやバスケットのゴールのような体を使うもの

から、教養が必要とされるクイズまで様々でその数は１３にも及びました。どのゲームも非常

に盛り上がり、３０℃を優に超える猛暑の中でも最後のチェックポイントにたどり着くまでチー

ム全体で楽しめたのは、一重にこれだけの練られたゲームを企画してくれた Postech 学生運

営チームのおかげだと感謝の気持ちでいっぱいです。 

チェックポイントの内で最も印象的だったのは図書館でした。近代的な建物の中には、多数の

蔵書・DVD、自習スペースだけでなく学生が使用できるセミナー室もありました。何よりも驚い

たのはこの図書館が 24 時間開館しているという事です。これは、全寮制である Postech なら

ではの制度だと感じました（東京大学で図書館を 24 時間開館にしてしまうと、図書館を寝場

所にする人が続出するでしょう）。 
また、Postechの入り口にある大きな電光掲示板に「AEARU summer camp」と堂々と写って

いるのを見つけて皆で Postech の歓待に改めて感激しながら何枚も電光掲示板の前で写真

を撮ったのも良い思い出です。 
・Culture Night 
このイベントは各国で数大学毎にチームを組み、それぞれの国の文化について紹介するとい

うものです。東京大学は筑波大学、東京工業大学とチームを組み日本の祭りについて紹介し

ました。私たちのチームは持ち時間を二分して前半はソーラン節を踊り、後半では屋台につ

いてプレゼンを行い皆にその場で作ったお好み焼きを試食してもらいました。ソーラン節では

会場が非常に盛り上がり、途中からは他の参加者だけでなく Postech の教授も加わり皆で一

体となってソーラン節を踊ることができました。私を含め日本の女子学生数人は浴衣を着て

の参加でしたが、浴衣が予想以上に人気で、一緒に写真を撮ろうと言ってくれる友人達に囲

まれ皆嬉しい悲鳴を上げていました。 



このCulture night では最後にカンカンスルレという韓国の古い踊りを全員で踊ったのですが、

この曲は元々抗日の意味を込めて作られたものだとスタッフの１人に教わりました。韓国人以

外で実際にこの曲の持つ歴史を知りながら踊っていた人は殆どいなかったものと思いますが、

AEARU summer camp のような東アジアの国々の学生が集まる場でこのような抗日の意味を

持つ曲に合わせて韓国の学生と日本の学生が手を取って踊っていたことが、非常に印象的

でした。 

・Farewell party 

Farewell party では Workshop session や Culture night でのプレゼンに対して賞が贈られまし

た。東京大学は光栄にも Workshop でのプレゼンにおいても Culture night においても賞を頂く

ことができました。 

・その他 

以上が公式行事ですが、非公式の飲み会も何度も開かれました。Postech はキャンパス内に

居酒屋（？）があり、気軽に皆で集まって飲むことができます。昼間に話しきれなかった恋バ

ナをしていたらいつの間にか朝近くなっていたこともありました。国は違えども悩んでいる内容

や恋する気持ち、将来への不安な気持ちは共通で、いつのまにか普段日本で友人と話して

いるのと同じように、たどたどしい英語ながら話しこんでしまっている自分がいました。私と友

人数人は、Postech のスタッフの１人に韓国名をもらい、韓国名を貰った皆で名付け親を父と

して family を形成しました。ヘヨンというのが私の名前です。AEARU で出会った友人の中でも、

この familyのメンバーとは特に強いつながりができたように思います。「家族」の繋がりは世界

共通で強固です。 

また、東アジアの国々で友人ができたことはもちろんですが、このプログラムを通じて意識の

高い東大内の友人ができたことは非常に大きな収穫だったと感じています。普段の生活では

学部内での関わりが殆どであるため、分野は違えども同じキャンパスで活躍している魅力的

な人達に出会い、話したことはとても良い刺激になりました。 

プログラムの最後に Postech の教授が「Today is the last day of this camp, but actually, today 

is the beginning. for you all to lead East Asia」という趣旨のコメントを下さりました。せっかく参

加させて頂いたこのキャンプですので、ぜひここでできた繋がりを今後も保っていき、微力な

がらもこれから東アジア間の協力・信頼関係に助力できればと思います。 

最後にこのような素晴らしい機会を与えてくださった東大国際交流課の皆様、Postech 

AEARU student camp 運営チームの皆、チーム UT の皆、そして summer camp を通じて関わ

ることのできた全ての人々に心より御礼申し上げます。 



Family portrait 
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 2010 年 8 月 15 日、私は記憶にある限り初めての離陸に緊張していました。3 歳のとき家

族旅行で海外へ行ったきり、海を渡ったことがなかったのです。今回の参加が決まってか

らというもの、パスポート取得から航空券購入、韓国国内の移動手段の検討、トランクの

選択に至るまで、私の頭は未知のことへのイメージでいっぱいで、落ち着かない日々が続

きました。しかしその甲斐あって、貴重な体験を通して今後予想されるいろいろなこと（国

際学会やら、出張やら）へのハードルを下げることが出来たように思います。 
 キャンプ初日の集合時間があいまいだったことと、開催地のポハンという町が国際線の

ある釜山の空港から地下鉄とバスを乗り継いで 2 時間程度かかる場所とわかっていたこと

から、私は前日に韓国入りして釜山を少し観光しました。はじめは町の文字がほぼすべて

ハングル文字であるというだけで面白く、写真を撮り続けるうちに 1 日が終わってしまい

ました。 

 
 キャンプ初日、ポハンのバスターミナルまで向かうと、開催大学 POSTECH に送ってく

れるシャトルバスが出迎えてくれました。なぜか大学構内に入ってもバスは走り続け、「？」

と思っていると、ただどこまでも大学の構内なので目的の建物になかなかたどりつかない

だけでした。そう、POSTECH は山をまるまるひとつ切り崩してつくったと思われる、超

巨大な大学でした。歓迎の食事会が終わると、まだ新しくて快適な学生寮に宿泊です。こ

この夏は昼間のうちは東京と同程度暑いですが、夜は東京より涼しいようです。 
 



 
 POSTECH は製鉄会社の出資で運営される大学なので、プログラム 2 日目にはその製鉄

所の見学が組み込まれていました。分厚く長い真っ赤な鉄の塊がベルトコンベアーに乗っ

て流れ、大量の水で冷やされて水蒸気が発生する様子を見せてもらいました。前日に大学

の大きさを目に焼き付けていたこともあって、扱うものといい生み出すものといい、こう

いった工業はスケールが大きいなと感心すること然りでした（普段 DNA や細胞ばかりいじ

っている身にとっては、実に極端な経験です）。 

 
 3 日目は今回のキャンプのテーマにそって、学生によるプレゼンが行われました。政治、

経済、文化といった非常に疎い部分が主で理解するのがやっとでしたが、学生や先生たち



で熱く意見が交わされ、刺激的な時間を過ごしました。今年の AEARU 学生サマーキャン

プのテーマは、“How Can Northeastern Asia Lead the World?”でした。その中で、１：

“Facing the Challenge of Trust between Asian Countries”、２：“Going Global Beyond the 
Invisible Barrier”、３：“Sustain the Globe in Search of Asian Collaboration”の３つにセ

ッションが分かれていました。１では、社会の発展とともに問われてくる新たな社会基盤

のあり方について話し合いました。信頼関係を築いていくことが、精神的にも金銭的にも

安定した社会をつくるためのキーとなります。私たちはこの最初のセッションで発表し、

お互いの国のイメージが間接的なものであること、交流をもって理解しあうことの重要性

をアピールする発表をしました。２は、「見えない壁」を超えて個々人がネットワークを

外へ外へと広げていくことで、独力では解決できない問題をも乗り越えていこうという趣

旨です。個人の小さな力も、ネットワークを介せば国や世界を変える力となりえます。特

に、そのような個人の力の芽を大切に育てるための教育という観点からこのセッションに

切り込んだ発表が、私にとって印象的でした。３はサステナビリティを考えるためのセッ

ションです。世界中で貧困や人口問題が深刻化しており、貧困は不景気へと、人口増加は

一人一人へのケアの質低下へとつながっていきます。限られた資源で、皆が幸福な世界を

維持していくにはどうすればよいのでしょうか。発表中には、現在急成長中の国がある一

方で、外国人労働者や輸入品によって雇用問題が生じる国が出てくることについてどう考

えますか、という難しい質問も聴衆側から投げかけられていました。基本的に良いもので

あるはずのそれぞれの国の発展が、世界に及ぼす影響・・・バランスをとることが一番大

事で、かつ最難関であることを考えさせられました。 
この日は夜にビーチへも出かけ、日本の観光地とは一味違ったきらびやかな夜景を楽し

みました。 

 
 4 日目は前日のプレゼンを受けてディスカッションが行われた後、POSTECH 構内のツ

アーがありました。特に図書館が立派で（正直にいえばこんなに立派である必要があるか

と疑問に思うほどで）驚きました。設備が充実して非常に快適ですが、移動には自転車以

上の移動能力がある乗り物が必須なキャンパスなのでした。 



 
 5 日目は・・・なれない海外のためか、毎食続いたキムチのせいか、腹痛で一日中寝てい

ました。心配してくれた皆様、お騒がせいたしました。 
 このような機会を与えて頂き、ありがとうございました。学部生最後の良い思い出とな

りました。 

 








































